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花
大
会
閉
幕

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
和
田
太
義
（
宇
部

西
日
本
最
大
の
菊
花
の
祭
典
、
西
日
本
菊
花
大
会
【
主
催
1
1

宗
像
大

社
菊
花
会
（
千
々
和
正
信
会
長
）
・
宗
像
観
光
協
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
、

後
援
1
1

福
岡
県
他
】
が
、
先
月
二
十
三
日
盛
大
裡
に
終
了
し
た
。

こ
の
菊
の
祭
典
は
昭
和
の
大
造
営
を
奉
祝
し
、
昭
和
四
十
六
年
に
第

一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
で
三
十
七
回
目
と
な
る
。
境
内
に
は
九
州

各
県
、
山
口
の
菊
愛
好
家
約
二0
0
人
か
ら
、
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た

菊
約
三
0
0
0
鉢
が
出
品
さ
れ
質
・
量
と
も
に
西
日
本
最
大
級
で
あ
る
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
十
月
二
十
一
日
宗
像
地
区
商
工
会
青
年
部

の
有
志
に
よ
る
ハ
ウ
ス
設
営
奉

仕
、
翌
二
十
二
日
宗
像
大
社
菊

会
員
に
よ
る
ハ
ウ
ス
組
立
奉
仕
が

行
わ
れ
、
二
十
八
日
に
は
協
賛
会

社
奉
仕
ト
ラ
ッ
ク
で
南
は
鹿
児

島
、
西
は
長
崎
、
東
は
大
分
、
北
は

山
口
か
ら
菊
花
が
一
斉
に
境
内

に
搬
入
さ
れ
た
。
搬
入
さ
れ
た
菊

花
は
（
社
）
宗
像
青
年
会
議
所
・

少
年
会
議
所
奉
仕
の
も
と
各
ハ
ウ

ス
に
連
び
込
み
出
品
者
の
手
に
よ

り
展
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
地

宗

言
｀

T』
口

り
、
そ
の
中
で
最
近
よ
く
耳
に
す
る
の
が
、
顧
客
満
足
度

を
指
す
c
s

（
カ
ス
タ
マ
ー
サ
テ
ィ
ス
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
）
と
い

う
言
葉
で
す
▼
数
年
程
度
で
は
な
く
、
永
続
的
な
収
益

を
確
保
す
る
上
で
も
重
要
と
な
り
、
今
日
で
は
企
業
だ
け

で
な
く
「
接
客
j
を
重
視
す
る
行
政
も
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
よ
う
で
す
▼
我
々
は
神
職
で
神
社
に
奉
職
し
て
い
ま

す
。
御
祭
神
と
皇
室
・
神
宮
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
次
に
氏
子
・
崇
敬
者
が

位
四
す
る
か
と
い
う
の
は
重
要
な
事
で
す
マ
）
の

C
S
を

神
社
に
四
き
換
え
た
ら
、
参
拝
者
・
氏
子
は
、
神
職
の
言

動
、
巫
女
の
応
対
、
炭
内
の
雰
囲
気
・
環
塙
・
サ
イ
ン
、
祈

祷
・
祈
願
、
御
守
の
品
質
や
デ
ザ
イ
ン
等
、
神
社
の
イ
メ
ー

ジ
と
実
際
に
参
拝
さ
れ
受
け
た
印
象
の
相
違
を

C
S
と

考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
全
国
の
神
社
統

括
団
体
に
よ
り
先
月
発
表
さ
れ
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

「
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
る
年
中
行
事
」
で
は
、
調
査
を
始
め

た
十
年
前
と
変
わ
ら
ず
「
初
詣
」
が
最
も
高
か
っ
た
よ
う

で
す
。
高
い
順
で
は
、
「
お
盆
•
お
彼
岸
」
、
「
家
族
の
誕
生
曰
」
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
年
の
初
め
に
社
寺

へ
参
詣
す
る
こ
と
が
、
現
代
の
日
本
人
に
と
っ
て
も
い
か
に

重
要
か
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
▼
当
大
社
は
福
岡
・

北
九
州
市
の
中
間
に
位
四
し
、
正
月
は
何
十
万
人
も
の

参
拝
者
を
お
迎
え
し
ま
す
。
宗
像
大
社
の

C
S

が
試
さ
れ

る
正
月
が
今
年
も
問
も
な
く
や
っ
て
来
ま
す
。

(
M
·
0
)

12月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭

午前10時

高宮祭

第二宮・第三宮祭

引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）

巡拝(15 日）

午前 11 時～

総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏 (15 日）

16 日

午前6時～ 古式祭
午前6時30分～御座
午前10時～ 鎮火祭

19日松尾神社祭

午前 11 時～

23日天長祭

午前 11 時～

31 日

午後3時～年越しの大祓式
引き統き除夜祭

神具・装束

令井 冷
f

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

電話福岡 (Oq2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
電話(075)341-3341 （代）～4番

(075)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

株式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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中農 いし子た観り 花日九 のよ元
村業大たぶさ-。菊'--本競 S 州そ彩る今
新試会作プんあ者笠年技十菊しり菊ホ

ゴ扁悶贋鏑羹扇杓腐斐§ヽ畠且翡苫畠忍需
長園はぁの務問様字 —迄盟年え展立
；孟嘉［灸哀岱福、富冦儡鉢境翡竺な示盃
査究月 特り津内悶腐胃闘交t ]掌
塁：五 畏胃鷹全るビ胄百了：面 境校
与き福 奉を贋雙目 9 虚仁土嬰 磨腐
、部岡 納依由入しまた、月な 一童
総長県 頂頼紀れ、つ゜切六る 層に

（一濯審をの 与水上に準甚にれ部崖大れ勢
無しれ保 太私菊の一谷 ら五査も部内さ産位審に準厳‘ ・輪た八詞直合闊盃よ皇笈ば偲閥昇虐但且え闘塁仁裔豆塁合雷もぼり閂盆砥虐
嘉贔房頁は臀えン塁更：：農虐゜な伝念盃贋 0 ：蒻れ霊塁闘嘉ご腐：仕以
遅暑猛は大を素ゑ、では大 出がる氏臣 閣
れ且塁例臣見人上稟あ四眉 来見出の賞 胄総
各り乗年賞せ〖手の菟年の だ：来作に 学理
出寒りでの了分に自今連盆 とた栄品輝 大裔＝
品暖越は大れ力｀表然年続栽 審懸えしまい 臣賞
者のぇ考輪fこる現なも同の 査崖て審な 賞、
を差、えの。幹え形達部部 後菊あ査懸 が農:”')- -
こが厳ら部 の、と人門長 語でる員崖 授林幽覇滋：：
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-

各上を力搬り 見れ売会売 に席ら社吉 異ま
賞げ借頂‘‘最せ‘をに場期てしの菊武＋なら

貴圭：二忠貧唇な胄百点佃叩心腐喜塁覧五羹芸
者 しし広の一、 も 2 宗木境よ 9ー会協＋輪な
革 てた報設あ 境ぢ像屯内り儡愛長会八をか
記 心胄醤賞菊 間予器で互嘉開塁雷貪且晶f
畠 よ者の組花 大茶産て菊岱少約査、はに一

羞 飩臼［ :' 蕊乞芯腐？ g厨己屑ふ磁：、信言 をへに花に ゎ設食観しれぶ名新宗 た時
申誌こ、のあ い置の光菊ならが一像裔゜期
し面協運た をさ販協苗 ざ出氏大、 が 1

内閣総理大臣賞 和田太義宇部市 大分県知事賞 関本紘一郎飯塚市 福岡県農業協同組合中央会長貫坂本 栄中間市
農林水産大臣賞 長谷川良治城南区 福岡県議会議長賞 松尾常喜大野城市 I/ 犬童重光ハ幡西区
文部科学大臣賞 保田直宏京都郡 Il 花田憲一若松区 Il 佐野 進小倉南区
総務大臣賞 田中昭治前原市 /1 野村義光東区 福岡県観光連盟会長賞野村勝美田川郡
法務大臣賞 生武静男鳥栖市 Il 籾井藤子嘉麻市 Il 中垣静男三井郡
外務大臣賞 籾井弘己嘉麻市 福岡県町村会会長賞関本和代飯塚市 I1 野中昭夫西松浦郡
財務大臣賞 三口澄夫宗像市 II 佃 俊美田川郡 1I 和田太義宇部市
厚生労働大臣賞 高椋良和遠賀郡 I/ 馬場園馨宗像市 福岡農林事務所所長賞白壁富士夫大野城市
経済産業大臣賞 訟越順ー大野城市 I/ 浜田豊子糟屋郡 I1 古賀秋吉門司区
国土交通大臣賞 冨金原正史宗像市 福岡県町村議会議長会長賞木下みつ子大野城市 I1 青木利康小倉南区
環境大臣賞 赤金国弘田川郡 II 豊原 勇別府市 1I 久保田仁美小倉南区
防衛大臣賞 岡田 禎子大野城市 I/ 古川 清茂武雄市 （社）福岡県中小企業経営者協会貫社家間サッキ宗像市

/l 秋山輝夫
内閣官房長官賞 重光由紀子宗像市 Il 馬場正晴東彼杵郡 I1 松本和美行橋市
衆議院議員山崎拓賞成田カオル遠賀郡 福岡県教育委員会賞見城秀樹大野城市 I1 高崎里治田川郡
衆議院議員渡辺具能賞福嶋広之久留米市 II 宮原善枝宗像市 福岡産業振興協議会藤本賢治下関市
宗像大社宮司賞 小森一平門司区 II 深川ユキ子小倉南区 I/ 田中正一甘木市

/I 宮地隆治武雄市 II 古賀常夫久留米市 1I 花田弘之直方市
II 時田義光鳥栖市 （社）全日本菊花連盟会長賞安田 剛霧島市 1I 妹川 尚生三養基郡
II 田畑実志ハ幡東区 // 竹ノ内忍行橋市 九州旅客鉄道賞 野村正臣鳥栖市
/l 倉田 征喜大野城市 九州叫日花弁園芸連絡協議会長貫高橋 伸紀小倉南区 I1 山崎 清己 築上郡

九州農政局長賞 訟越 順一大野城市 I/ 古川美代子小倉南区 福岡県花祁園芸組合連合会長貫平井喜久男 八幡西区
福岡県知事賞 草野寿美久留米市 Il 南昭 久留米市 I/ 田中マサエ甘木市

Il 田中佳詮小城市 II 佐藤秀俊行橋市 1I 今村勇 霧島市
/I 山本正和小倉北区 九州花祖卸売市場連合会長貰宮末 実田川郡 ,I 石原睦生都城市
II 宮野克己朝倉郡 II 林田 憲治田川市 福岡県花弁市場協議会長賞見城秀樹大野城市

佐賀県知事賞 生武静男鳥栖市 I/ 東伊佐義久留米市 /1 宮野克己大野城市
長崎県知事賞 大畑 巌小倉南区 I/ 森 弘喜宗像市 /1 石原睦生都城市
熊本県賞 中川泰祐久留米市福岡県農業協同組合中央会長貫塩井朝人ハ幡東区 I/ 安田 剛霧島市

※以下、受賞者につきましては、紙面の都合上割愛させていただきます。受賞された方々の更なる御健勝を御祈念申し上げます。
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神
宮
は
国
家
・
国
民
の
本
宗
で
あ
・
を
お
願
い
す
る
事
と
な
っ
た
。

る
と
同
時
に
宗
像
大
神
様
の
親
神
福
岡
県
の
目
標
額
は
五
億
円
。

様
で
も
あ
る
。
宗
像
大
社
は
古
来
；
そ
し
て
当
支
部
の
募
財
目
標
額
は

｀
疇
二
言
口
言
ロ
コ
ロ
ロ
[
]
]
:
]
[
]
*

れ
た
。
に
『
宗
像
大
社
神
符
』
は
安
部
照
生
選
出
・
事
業
計
画
・
予
算
を
審
議
‘
に
お
い
て
準
備
さ
れ
、
残
り
ニ
ニ
〇
～
輝
紅
駅
い

当
日
は
西
高
辻
信
良
福
岡
県
神
宗
像
大
社
氏
子
会
々
長
へ
と
そ
れ
速
や
か
に
決
議
さ
れ
、
こ
こ
に
神
郡
億
円
を
前
回
に
倣
い
経
済
・
神
社
．
＝
畔
疇
畔

社
庁
長
（
太
宰
府
天
満
宮
々
司
）
を
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
た
。
宗
像
で
も
本
格
的
な
募
財
活
動
が
界
に
よ
っ
て
広
く
国
民
か
ら
募
金
＿
＿
疇
虹
畔
繹

ヘ
場
所
を
移
し
式
こ
の
重
儀
は
、
悠
久
―
―
―
1
0
0年
一
蜘
i
q

B
F□}
“gEこr
n
i

W

祭
典
後
、
清
明
殿
こ
始
動
す
る
事
と
な
っ
た
。

典
を
行
い
、
永
年
に
．
の
歴
史
に
立
ち
、
我
が
国
固
有
の

亘
り
斯
界
に
寄
与
伝
統
文
化
を
二
十
年
毎
に
再
現
出

z
さ
れ
た
神
社
功
労
．
来
る
世
界
に
比
類
な
き
誠
に
意
義

▲
者
の
表
彰
伝
達
式
」
深
く
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た

が
行
わ
れ
た
。
皇
祖
天
照
大
神
様
を
お
祀
り
す
る

神
宮
大
麻
並
び
宗
像
大
社
神
符
頒
布
始
祭
斎
行

＼
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
福
岡
県
本
部
宗
像
支
部
を
裏
伊
勢
・
神
郡
宗
像
に
設
立
＼

十
月
二
十
五
日
恒
例
の
沖
津
宮
・
中
津

宮
秋
季
大
祭
が
、
筑
前
大
島
の
中
津
宮
で

斎
行
さ
れ
た
。

秋
の
大
祭
に
は
古
く
か
ら
島
内
各
地
区

よ
り
演
芸
の
奉
納
も
あ
り
毎
年
大
祭
に
て

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
大
祭
前
日

に
は
沖
中
両
宮
奉
賛
会
（
会
長
古
賀

理
）
、
翼
賛
会
（
会
長
福
崎
延
男
）
の
こ

奉
仕
に
よ
り
立
派
な
舞
台
も
完
成
し
た
。

大
祭
前
日
、
夕
刻
よ
り
中
津
宮
に
て
宵

宮
祭
が
斎
行
さ
れ
、
参
列
者
は
翌
日
の
大

祭
を
待
ち
望
ん
だ
。

明
け
て
大
祭
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ

素
晴
ら
し
い
陽
気
の
中
、
沖
津
宮
遥
拝
所

に
て
の
沖
津
宮
大
祭
、
大
島
の
最
高
峰
に

鎮
座
す
る
御
狐
神
社
祭
、
宮
崎
地
区
で
の

厳
島
神
社
祭
を
そ
れ
ぞ
れ
斎
行
。

そ
の
後
、
午
前
十
一
時
に
中
津
宮
秋
季

大
祭
が
斎
行
さ
れ
、
神
島
宮
司
を
祭
主
に

氏
子
奉
幣
使
と
し
て
大
島
堂
前
の
古
賀

光
也
氏
が
奉
仕
し
厳
粛
に
祭
典
が
行
わ

れ
た
。

祭
典
を
終
え
て
か
ら
午
後
一
時
半
よ

り
島
内
の
皆
様
に
よ
る
奉
納
演
芸
大
会
が

始
ま
り
各
地
区
よ
り
舞
踊
や
演
芸
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
の
手
作
り
の
出
し
物
が
沢
山
披

露
さ
れ
大
勢
の
観
客
で
境
内
を
埋
め
尽

く
す
中
、
出
演
者
が
お
祝
い
に
飴
や
お
菓

子
な
ど
を
撒
い
た
り
し
な
が
ら
約
二
時
間

に
わ
た
る
奉
納
演
芸
大
会
は
大
い
に
賑
わ

い
を
見
せ
る
中
、
本
年
の
沖
中
両
宮
の
秋

季
大
祭
を
無
事
に
終
了
し
た
。

宗像大社氏子会々長

安部 照生（宗像市河東）

宗像大社氏子評議員

河野 一消（宗像市神湊）
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世
代
で
交
流
の
あ
っ
た
野
田
光
介
先

1

今
回
は
、
二
0
六
首
と
大
幅
に
応
積
極
的
に
手
伝
っ
て
下
さ
る
参
加
者

｛
生
（
「
や
ま
な
み
」
選
者
）
が
『
素
材
を
ー
募
作
品
数
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
ー
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
市
民
ボ
ラ
ン

第
三
十
六
回
宗
像
大
社
短
歌
大
会
i
の
を
契
機
に
、
短
歌
に
親
し
み
日
本
｛
生
か
す
』
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
•
本
大
会
を
初
め
て
知
っ
て
応
募
さ
れ
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
大
会
の
、
こ
れ
も

（
主
催1
1
「
宗
像
大
社
短
歌
大
会
」
実
~
の
文
化
を
継
承
し
て
く
だ
さ
い
」
と
]
「
身
近
な
素
材
を
自
分
自
身
の
見
方
た
方
が
目
立
ち
年
齢
も
若
返
っ
た
。
新
し
い
形
か
も
知
れ
な
い
と
思
わ
れ

行
委
員
会
、
共
催
1
1毎
日
新
聞
社
、
後
：
挨
拶
し
て
始
ま
っ
た
。
こ
の
部
門
の
新
]
で
切
り
取
る
こ
と
が
大
切
」
と
、
著
名
・
ま
た
、
近
県
の
山
口
県
・
佐
賀
県
だ
け
．
た
が
、
「
神
事
が
な
い
の
が
さ
び
し
い
」

援
1
1
福
岡
市
・
宗
像
市
・
宗
像
大
社
二
設
の
反
響
は
大
き
く
、
計
九
―
二
首
i
な
歌
人
の
歌
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
力
．
で
な
く
秋
田
県
・
愛
知
県
な
ど
他
県
・
と
の
声
も
あ
り
、
次
年
度
へ
の
課
題
が

他
）
が
、
十
一
月
十
日
（
土
）
午
前
十
時
]
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
説
さ
れ
、
も
の
静
か
な
先
生
の
ユ
ー
．
か
ら
の
応
募
者
も
あ
り
、

I
T

時
代
]
夫
行
委
員
会
に
残
さ
れ
た
。

か
ら
観
菊
者
や
七
五
三
詣
で
境
内
が
]
当
日
は
、
生
徒
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
活
i
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
お
話
で
た
び
た
び
]
を
反
映
し
た
大
会
で
も
あ
っ
た
。

賑
わ
う
中
、
清
明
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
動
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
と
重
な
っ
た
会
場
が
沸
く
。
最
後
の
会
場
の
後
片
付
け
で
は
、
”
[
ん
J
し

d
、

｀
｀
息
冒

□

『
[
`
`
[
“
ー
『

□
`
』
庁
い
詞
叫T「
]
責
叫
団
I
I
~

尖
社
絃
’
玖
大
ヽ
‘

く
生
徒
（
中
3

女
子
）
、
「
終
一
ほ
ど
で
、
長
時
間
に
わ
た
っ
た
に
も

業
式
に
表
彰
し
ま
す
」
と
生
：
拘
わ
ら
ず
、
先
生
方
の
強
調
点
や
添

徒
指
導
に
生
か
そ
う
と
お
一
削
例
に
頷
く
参
加
者
の
席
か
ら
熱
気

っ
し
ゃ
る
先
生
も
お
ら
れ
、
一
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。
一
表
彰
式
で
は
、
昨
年
度
ま
で
本
大

一
般
の
部
（
午
後
）
で
は
、
一
会
の
選
者
を
務
め
ら
れ
た
大
野
展
男

約
七
0
名
の
参
加
者
が
あ
一
先
生
（
実
行
委
員
会
顧
問
・
「
コ
ス
モ

り
、
高
向
権
宮
司
が
本
大
会
i
ス
」
選
者
）
と
青
木
昭
子
先
生
に
賞
状

の
歴
史
に
ふ
れ
つ
つ
「
市
民
：
を
渡
し
て
頂
い
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
]
参
加
者
の
雰
囲
気
は
終
始
和
や
か

っ
て
実
施
す
る
新
し
い
形
．
で
、
「
大
会
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
友

と
な
っ
た
。
皆
さ
ん
の
手
で
：
人
と
年
に
一
回
会
え
て
嬉
し
い
」
「
新

育
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
い
仲
間
が
で
き
た
」
と
、
休
憩
時
間

挨
拶
を
述
べ
て
開
会
し
た
。
に
は
仲
間
同
士
の
交
流
が
行
わ
れ
て

始
め
に
、
寺
山
修
司
と
同
i
い
た
。

宗
像
大
社
短
歌
失
q
会

宗
宗
宗
宗

,
'
\
(
‘
し
、
’
,
`
‘

理
介
果
亮

優
敬
彩
大

一般の部
福岡県知事 今泉洋子（佐賀市）
福岡県教育委員会賞山崎 碧（福岡市城南区）
宗像市長賞 北崎 薫（古賀市）
宗像市教育委員会賞加藤 栄子（遠賀郡遠賀町）
毎日新聞社特別賞 森 龍子（宗像市）
宗像大社宮司賞 梅木和子（春日市）
宗像大社氏子会長賞大畑真紀子（山口県下関市）
宗像大社賞 平 繁子（筑後市）

II 古賀弓子（筑後市）
毎日新聞社賞＝5名優秀賞＝ 14名

小学生の部
宗像市長賞 金丸
宗像市教育委員会賞福島
毎日新聞社賞 福崎

宗像大社賞 田志
入選＝ 2 名

中学生の部
宗像市長賞 植松絵里奈（福岡女学院・ 3)
宗像市教育委員会賞永山 裕樹（日の里・ 3)
毎日新聞社賞 久保綾乃（日の里・ 3)
宗像大社賞 宮本真里（福岡女学院・ 3)
入選＝ 1 名

高校生の部
宗像市長賞 田積
宗像市教育委員会賞吉武
毎日新聞社賞 平崎

宗像大社賞 岡田
入選＝ 14名

彩音（玉川・ 6)
叶子（日の里東 •6)
由衣（大島． 6)

賢人（大島・ 6)

②
1

幻
り

.

.

.

.
 

像
像
像
像
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コ

宗
像
元
社
ン
サ
ー
ト
r
、
｛
午
後
七
時
、
近
隣
住
民
約
百
人
が
ー
て
い
ま
し
た
。
特
に
幼
少
時
か
ら

ク
、
、

r

見
守
る
な
か
、
ま
ず
、
厳
か
に
正
式
海
外
に
在
住
し
て
い
る
小
野
さ
ん

4
外
野
明
子
・
片
岡
リ
サ
バ
イ
オ
リ
ン
と
字
の
感
宴
r

参
拝
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
出
は
「
日
本
的
な
場
所
で
、
普
段
あ
ま

十
月
二
十
九
日
、
宗
像
大
社
コ
ー
さ
れ
ま
し
た

0

i
演
者
は
い
ず
れ
も
正
式
参
拝
が
初
り
弾
か
な
い
日
本
の
曲
を
演
奏
し

ン
サ
ー
ト
「
小
野
明
子
・
片
岡
リ
サ
]
演
奏
者
は
昨
年
、
宗
像
ユ
リ
ッ
]
め
て
と
あ
っ
て
緊
張
し
た
面
持
ち
：
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
日
本

バ
イ
オ
リ
ン
と
等
の
饗
宴
」
（
主
ク
ス
で
行
わ
れ
た
東
京
交
響
楽
団
で
玉
串
を
捧
げ
、
今
回
の
奉
納
演
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識

催
1
1
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
、
宗
像
市
の
公
演
で
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
ら
一
奏
の
成
功
を
祈
ら
れ
た
。
i
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
」
と
話

田
島
・
神
湊
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
れ
、
現
在
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
．
引
き
続
き
、
奉
納
演
奏
と
コ
ン
]
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

営
協
議
会
、
協
力
1
1
宗
像
大
社
）
が
在
住
の
新
進
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
]
三
名
の
演
奏
者
は
、
翌
三
十
一

当
社
拝
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
．
「
小
野
明
子
」
さ
ん
、
文
化
庁
芸
術
ー
ク
の
「
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
」
や
エ
ル
．
日
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
行
っ
た
公

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
市
内
の
公
·
祭
新
人
賞
を
史
上
最
年
少
で
受
賞
」
ガ
ー
の
「
愛
の
あ
い
さ
つ
」
な
ど
の
．
演
の
際
に
も
、
今
回
当
大
社
に
お

共
ホ
ー
ル
「
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
」
に
i
の
箪
（
こ
と
）
奏
者
「
片
岡
リ
サ
」
さ
．
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
や
、
日
本
の
]
け
る
奉
納
演
奏
で

よ
り
、
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
ク
：
ん
、
第
三
回
フ
ラ
ン
ス
音
楽
コ
ン
[
四
季
メ
ド
レ
ー
と
題
さ
れ
た
唱
一
の
体
験
を
話
し
て

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
普
及
を
目
的
と
i
ク
ー
ル
奨
励
賞
受
賞
の
ピ
ア
ニ
ス
一
歌
、
「
荒
城
の
月
」
「
祭
の
太
鼓
」
な
：
お
ら
れ
ま
し
た
。

し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
の
た
め
：
卜
「
伊
東
晶
子
」
さ
ん
の
三
人
。
ど
の
日
本
の
曲
、
最
後
に
出
演
者
·

の
出
張
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
開
催
少
し
肌
寒
く
な
っ
た
秋
の
夜
の
全
員
で
の
「
春
の
海
」
な
ど
が
各
曲
i

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も

に
披
露
さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気

に
聴
衆
は
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
こ

の
演
奏
は
バ
イ
オ
リ
ン
と
筆
と
い

う
珍
し
い
組
み
合
わ
せ
で
の
共
演

と
な
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
普
段
観

ら
れ
な
い
神
社
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
い
う
こ
と
も
あ
り
鑑
賞
し
た
近

隣
住
民
の
方
々
に
す
こ
ぶ
る
好
評

で
し
た
。

演
奏
後
、
出
演
者
た
ち
は
高
向

権
宮
司
と
歓
談
し
、
「
芸
能
の
神
様

（
弁
財
天
）
と
し
て
も
知
ら
れ
る
神

様
の
前
で
の
演
奏
は
、
大
変
光
栄
で

貴
重
な
体
験
で
し
た
」
と
語
ら
れ

小野 明子おのあきこ（パイオリン）
12歳から英国メニューイン音楽院に単身留学。 1998年、世界人権デ一発足
5周年記念会議に招待され、国連本部で演奏。2000年メニューイン国際パイ
オリンコンクールで優勝し、『ロンドン・タイムズ』紙の 1 面を飾る。 20世紀
最高の巨匠パイオリニスト、メニューイン最後の愛弟子。

........................... 

片岡 リサかたおかりさ（争）
大阪音楽大学卒。文化庁芸術祭〈音楽
部門〉新人賞を、洋楽邦楽問わず史上
最年少で受賞するなど、伝統音楽の枠
を超えた音楽性が、さまざまなジャン
ルで高く評価されている。「Disney on 

CLASSIC」の初公演において東京フ
ィル・大阪センチュリー響と共演。

伊東 晶子いとうあきこ（ピアノ）
国立（くにたち）音楽大学を卒業後、

'01 年パリ市立高等音楽院を修了。
'01 年フランスのクロード・カーン
コンクール入賞、 '02年第3回フラン
ス音楽コンクール奨励賞などの数々
の賞を受賞。現在、ソロや伴奏活動を
しながら、後進の指導にあたる。
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な
か
!
J

｛
期
の
古
刀
か
ら
現
代
刀
ま
で
、
全
．
茎
形
、
銘
な
ど
を
じ
っ
く
り
と
鑑

・
国
各
地
の
刀
工
の
作
品
約
六
十
振
賞
し
、
刀
工
が
表
現
し
よ
う
と
し

．
を
展
示
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
。
た
「
美
」
や
権
威
や
信
仰
の
下
に
あ

十
月
二
十
八
日
か
ら
十
内
容
は
、
過
日
奉
納
さ
れ
た
脇
．
る
刀
剣
の
「
歩
み
」
を
想
像
す
る
方

一
月
二
十
五
日
ま
で
、
宗
]
走
と
槍
を
は
じ
め
と
す
る
当
社
の
も
い
れ
ば
、
一
方
で
、
不
思
議
に
変

像
大
社
神
宝
館
に
お
い
て
所
蔵
刀
、
古
来
よ
り
刀
剣
の
製
作
化
す
る
刃
文
や
、
鉄
地
に
鍍
金
、
金

「
宗
像
大
社
刀
剣
展
」
が
開
．
が
盛
ん
で
あ
る
相
模
国
、
美
濃
国
、
；
象
嵌
、
肉
彫
、
透
か
し
な
ど
見
事
な

催
さ
れ
た
。
・
山
城
国
、
大
和
国
、
備
前
国
の
刀
、
技
を
施
し
た
絢
爛
豪
華
な
刀
装
具

西
日
本
菊
花
大
会
と
と
i
鵬
差
、
短
刀
や
五
ヶ
伝
の
流
れ
を
に
魅
了
さ
れ
る
方
も
お
り
、
皆
そ

も
に
秋
恒
例
の
神
賑
行
事
・
引
く
も
の
、
ま
た
、
精
緻
な
装
飾
が
れ
ぞ
れ
に
展
覧
会
を
楽
し
ん
で
い

と
な
っ
て
い
る
刀
剣
展
は
今
．
施
さ
れ
た
小
柄
、
こ
う
が
い
、
錦
、
目
た
。

~
ぬ
き

回
で
二
十
回
を
迎
え
た
が
、
．
貫
な
ど
の
刀
装
具
で
、
整
然
と
陳
]
本
年
も
多
く
の
方
の
こ
協
力
に

本
年
も
宗
像
地
域
を
中
心
列
さ
れ
た
品
々
は
静
寂
に
独
特
の
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

と
し
た
愛
好
家
の
方
々
か
]
夫
し
さ
を
放
っ
て
い
た
。
：
た
。
尽
力
賜
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
御

ら
甚
大
な
こ
協
力
を
賜
i
来
館
者
の
観
覧
の
様
子
は
様
々
．
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

き
た
は
だ
ぼ
う
し
i

り
、
古
く
は
鎌
倉
時
代
後
・
で
、
刀
姿
、
鍛
え
肌
、
刃
文
、
帽
子
、
．

i
よ
ハ
宰
府
六
渦
宮

：
―
葛
親
善
野
球
大
会

ik
-
l
 

十
一
月
十
三
日
、
恒
例
と
な
っ
て
い
．

る
太
宰
府
天
満
宮
と
の
親
善
野
球
大
一

会
が
宗
像
市
牟
田
尻
の
「
玄
海B
&
G

野
球
場
」
で
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
よ
り
混
成
チ
ー
ム
で
東
西
神
~

社
人
野
球
大
会
に
参
加
し
て
い
る
両
i

チ
ー
ム
で
あ
る
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
．

真
剣
勝
負
、
神
島
（
崇
）
（
太
宰
府
）
、
大

塚
（
宗
像
）
両
エ
ー
ス
の
先
発
で
試
合
―

は
開
始
さ
れ
た
。
i

初
回
、
宗
像
大
社
チ
ー
ム
は
守
備
の
． 乱

れ
に
よ
り
一
挙
四
点
を
失
っ
た
が
、

攻
撃
面
で
は
神
島
（
崇
）
投
手
の
時
折

み
せ
る
豪
速
球
に
最
初
は
腰
が
引
け

て
い
た
も
の
の
、
追
い
込
ま
れ
る
前

に
狙
い
を
絞
り
、
数
本
の
安
打
を
重
ね

五
対
三
ま
で
追
い
つ
く
。
し
か
し
終
盤

突
き
放
さ
れ
結
果
八
対
三
で
天
満
宮

チ
ー
ム
の
勝
利
に
よ
り
秋
の
親
善
野

球
は
幕
を
閉
じ
た
。

夕
刻
よ
り
は
太
宰
府
天
満
宮
西
高

辻
宮
司
以
下
後
発
隊
も
加
わ
り
当
大

社
五
月
寮
に
於
い
て
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
両
宮
職
員
は
よ
り
一
層
の
親
睦

を
深
め
た
。

文
化
の
日
、
毎
年
恒
例
と
な

っ
て
い
る
詩
歌
朗
詠
清
香
吟
社

に
よ
る
奉
納
吟
詠
が
行
わ
れ

た
。
本
殿
で
の
松
岡
進
山
氏
に

よ
る
献
吟
、
清
崎
雪
山
氏
先
導

に
よ
る
吟
道
合
吟
の
後
、
場
所

を
清
明
殿
に
移
し
永
年
斯
道
の

興
隆
に
寄
与
さ
れ
た
奈
良
西
山

氏
・
谷
川
安
山
氏
・
柳
沢
寿
山

氏
に
当
社
よ
り
表
彰
状
と
祈
念

品
が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
会

員
に
よ
る
吟
詠
が
披
露
さ
れ
盛

大
な
ま
ま
に
幕
を
閉
じ
た
。
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十
月
二
十
日
会
津
•
本
郷
の
宗

像
窯
七
代
目
当
主
宗
像
亮
一
氏
と

そ
の
御
家
族
が
、
先
祖
の
故
郷
で

も
あ
る
当
大
社
へ
参
拝
さ
れ
、
神

恩
感
謝
祈
願
を
う
け
ら
れ
た
。

宗
像
窯
は
創
業
享
保
四
年
（
一

七
一
八
）
、
東
北
最
古
の
登
り
窯

（
会
津
美
里
町
文
化
財
）
と
し
て
有

名
で
あ
り
、
代
々
世
界
的
な
作
品

も
輩
出
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
亮
一
氏
の
長
男
•
利
浩

氏
が
平
成
十
七
年
＋
月
に
八
代
目

を
襲
名
さ
れ
、
又
、
そ
の
妹
の
員
弓

氏
も
約
二
十
年
の
陶
歴
を
積
み
、

陶
芸
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

靡
謬
＿
i

乏
ざ

会
津
・
宗
像
窯

s

宗
像
亮
ー
氏
参
拝
s

800年の伝統をもつ、宗像地方の特殊神事「古式祭」
が左記日程で執り行われます。振るって御参列下さい。

日時 12月 16 日（日）
祭典午前6時～
祭場宗像大社本殿
御座午前6時30分～一番座

（一番座＝ 50名づつ、五番座まで）
会場宗像大社清明殿
御座料 1 人＝ 1,000円
御座券は当日午前6時～販売致します。

（例年午前5時30分位から多くの方が並び始めます。）

` 

年の瀬を迎え、皆様には御多忙の御事と拝察申し上げま
す。今年一年を締め括る「大祓神事」「除夜祭」が近付いて

参りました。
この大祓神事は「年越の大祓」と称し、夏（7月 31 日）に行

われた「夏越の大祓」以後半年間の『罪』・『槻れ』を祓い清

め、清々しい心身で新年を迎えていただくための神事でこ‘ざ
います。
大祓神事に引き続き行われる除夜祭は、この一年に当大

社で行われてきた何百回という祭典の中でも最後の祭典で
す。この祭典が終ると、しばしの静寂を経て元旦を迎えます。

12月31 日（月）
午後3時～

場所神門前

尚、遠方または参列出来ない
方は、大祓神事当日までに

『人形』（男＝白、女＝赤）に息
を吹きかけ、御家族の名前・

住所・年齢を、『車型』にはナ

ンバーを御記入の上、当大社
まで御返送ください。

日 時

I［↓呻像大社初詣
交通規制のお知らせ至皐屋崎

-且i-ヒ
●平成19年 12月 31 日

午後9時から

平成20年 1 月 1 日

午後9時まで

●平成20年 1 月 2日～ 1 月4 日

午前9時から午後7時まで

※交通状況により、
規制時間を変更することがあります。

至神湊港
玄界瀑

凡例

«— 宗像大社順路

[Cl] 一方通行

コD] 歩行者用道路

゜
車両進入禁止

@:B) 交通信号機

一
駐 車 場

（国道3号）

※主璽地点から宗●大社までの距離
＊東郷橘交差点から 4.1km 
＊日の里北口交差点から 4.1km 
＊神湊交差点から 2.0km 
＊瀬戸交差点から 3.3km 
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福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

貸
農
園
に
楽
し
む
人
ら
に
声
か
け
て
語
り
て
見
た
し
秋
空
の
下

圏
註
言
彗
疇
讀
戸□`
且
り
。
者
ら
し
い
親
愛
の
情
が
見
え
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

わ
れ
の
み
の
一H
と
思
ひ
墨
磨
れ
ど
お
ろ
お
ろ
と
し
てH
は
傾
き
ぬ

回
汀
い
げ
]
]
凸
」
は
、
意
に
叶
ふ
書
が
書
け
な
か
っ
た
と
い
う
事
だ
ろ
う
か
、

北
九
州
市
八
幡
西
区
ウ
ト
子

難
病
の
再
発
な
き
を
祈
り
つ
つ
水
切
る
る
ま
で
布
巾
を
絞
る

者
は
サ
ル
マ
イ
ド
ー
ジ
ス
に
か
か
っ
て
居
ら
れ
る
と
か
、
そ
の
な
か
で
猶
、
自

回
口
の
気
持
を
持
ち
つ
づ
け
る
気
力
が
見
え
る
下
句
で
あ
る
。

う
き
は
市
浮
羽
向
則
正

幼
き
日
土
産
に
も
ら
ひ
し
甘
き
菓
子
く
ろ
が
ね
羊
羮
鉄
都
に
ち
な
む
と

嘗
て
は
日
本
の
重
工
業
産
業
を
支
え
た
八
幡
の
よ
う
か
ん
だ
ろ
う
か
、
「
甘
き

＿
評
一
菓
子
く
ろ
が
ね
羊
羮
」
の
リ
ズ
ム
が
、
往
時
を
偲
ぶ
こ
こ
ろ
と
合
致
し
て
い
て
気

持
が
い
い
。
た
だ
二
句
は
「
も
ら
ひ
ぬ
」
と
終
止
形
の
方
が
い
い
。

福
津
市
央
中
村
勇

金
剛
杖
入
れ
忘
れ
た
り
妻
の
柩
天
国
へ
の
道
遠
し
と
云
ふ
に

回
汀
0た
妻
に
そ
そ
ぐ
愛
情
の
程
が
、
私
達
に
直
に
手
渡
し
で
伝
わ
る
挽
歌
で

宗
像
市
光
岡
則
松
芳
子

沿
道
の
桜
並
木
に
開
花
し
て
季
節
は
ず
れ
で
人
目
を
み
は
る

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

桜
花
季
節
は
ず
れ
に
開
花
し
て
う
す
紅
色
し
秋
陽
を
浴
び
る

一
首
共
に
俳
句
の
季
語
で
言
う
、
返
り
花
、
二
度
咲
で
あ
る
。

回
」
月
を
ゆ
め
か
と
ば
か
り
さ
く
ら
花
嵐
雪
を
思
い
出
し
た
。

中

吉
田

狂
歌
会
詠
革

ゾ
4ハo
o

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

区

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

木
の
枝
に
つ
か
ま
り
歩
く
石
畳
ス
テ
と
土
撒
き
腰
を
伸
し
ぬ

杖
を
使
っ
て
い
る
が
、
石
畳
な
ど
は
苦
手
で
あ
る
。
「
ス
テ
と
土
撒
き
」
が
判

回
汀
い
が
‘
危
ふ
い
歩
み
の
感
じ
は
出
て
い
る
。

福
岡
市
中
央
区
加
野
シ
ノ
ブ

爆
音
を
空
に
残
し
て
飛
行
機
は
外
国
々
へ
め
ざ
し
て
行
き
ぬ

四
句
は
「
と
っ
く
に
ぐ
に
へ
」
と
読
む
の
だ
ろ
う
か
、
作
者
の
海
外
へ
の
憧
れ
の
気

回
持
が
詠
わ
せ
た
一
首
で
あ
る
。

福
岡
市
南
井
田
有
久
衣

当
主
な
く
廃
屋
と
な
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
あ
じ
さ
い
だ
け
が
吾
が
世
と
謳
歌
す

ナ
ツ
化
現
象
と
か
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
か
言
わ
れ
る
今
の
世
相
の
一
場

囲
剛
が
、
医
院
が
無
く
な
る
こ
と
は
地
域
の
人
達
に
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

宗
像
市
久
巻
桔
梗

き
だ

〈
み
あ
れ
祭
〉
待
つ
中
津
宮
く
さ
む
ら
に
銀
杏
に
ほ
ふ
段
は
掃
か
れ
て

囲
口
只
汀
冒
な
気
持
が
銀
杏
の
匂
い
に
託
し
て
詠
わ
れ
て
い
て
、
す
っ
き

宗
像
市
野
森
甲
子

台
風
は
低
気
圧
と
な
る
も
風
強
く
椋
の
病
菓
は
ら
は
ら
と
散
る

は
ら
は
らlは
、
木
の
葉
な
ど
が
、
少
し
ず
つ
続
い
て
静
か
に
舞
ぴ
落
ち
る
さ
ま
で
、
三
句
の
而
風
強
く
j
と
合
わ

匿
召
。
上
句
を
「
低
気
圧
と
な
り
て
畠
す
ぎ
揺

v

j
か
、
結
句
を
吹
き
ち
ぎ
り
ゆ
<
]
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

か
き
い
ろ
の
小
花
び
っ
し
り
つ
け
て
い
る
木
犀
香
れ
り
朝
の
冷
気
に

句
は
木
犀
の
花
の
さ
ま
を
詠
い
や
や
常
凡
だ
が
、
そ
れ
を
救
っ
て
い
る
の
が
、

回
ぃ
句
で
あ
る
。
練
達
の
士
で
あ
る
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

炎
天
に
咲
き
続
け
た
る
胡
麻
な
れ
ど
し
い
な
の
多
く
収
穫
わ
づ
か

胡
麻
を
あ
わ
れ
む
と
共
に
、
作
者
も
ま
た
落
胆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

匿
胡
麻
を
叩
い
て
悲
し
み
の
ま
た
ひ
と
つ
大
木
あ
ま
り
の
句
の
心
境
で
あ
ろ
う
。

日 OO;
§塁塁 働藤母宗
れなだ 虐亨の像
なづ見 藤市
も且苫 亨畠椅
んのる 理し子
ち峨秋 屈てい東
合菜品 つ亡ま旭
んてば ぼきtミケ
畠羨ゑ 贔嬰・緑丘
贔［孟 邑烹畏
且ぼ扁 ので色

<]i :[ ［百
9 胃嘉 9[ [悶
を蝉 叙色ま

り＇｀る，丞夕fのま丘羹む［信
］り

田 田

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

秋
空
に
高
く
舞
わ
ん
や
ト
ビ
一
羽

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

御
座
船
や
秋
浦
波
の
立
ち
上
が
る

ご
覧
の
よ
う

に
に
、
表
紙
の
レ

イ
ア
ウ
ト
が
変
わ
り
ま
し
た
。
先
月
、
伊

勢
神
宮
式
年
遷
宮
を
奉
賛
す
る
宗
像
支

部
が
設
立
さ
れ
、
い
よ
い
よ
平
成
二
十

五
年
に
行
わ
れ
る
第
六
十
二
回
神
宮
式

年
遷
宮
へ
向
け
て
本
格
始
動
で
す
▼
伊

勢
神
宮
の
天
照
大
神
様
は
、
皇
室
の
祖

先
神
で
あ
り
日
本
人
の
総
氏
神
で
す
。

よ
っ
て
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま
で

全
国
各
地
で
奉
賛
支
部
が
立
ち
上
げ
ら

れ
、
今
後
様
々
な
奉
賛
活
動
が
行
わ
れ

て
い
き
ま
す
▼
当
地
と
伊
勢
神
宮
の
神

縁
は
他
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
で
、
当
大

社
に
お
祀
り
さ
れ
る
三
姉
妹
の
姫
神
様

は
天
照
大
神
様
の
御
子
神
で
あ
る
の
は

も
と
よ
り
、
当
地
は
裏
伊
勢
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
長
女
・
次
女
神
を
辺

津
宮
境
内
に
祀
る
第
二
宮
•
第
三
宮
の

御
社
殿
は
第
六
十
回
式
年
遷
宮
で
下
賜

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
神
宝
館

に
は
同
様
に
下
賜
さ
れ
た
神
宝
も
敬
多

く
展
示
し
て
お
り
枚
挙
に
違
が
あ
り
ま

せ
ん
▼
「
神
は
人
の
敬
に
よ
り
て
威
を

増
し
、
人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を
添

う
」
（
御
成
敗
式
目
）
。
神
社
の
神
様
は
皆

様
の
ご
崇
敬
に
よ
り
、
さ
ら
に
神
威
を

増
し
ま
す
。
ち
な
み
に
宗
像
大
社
神
職

の
伴
侶
に
も
伊
勢
人
は
何
名
か
お
り
ま

す
。
小
生
も
含
め
て
．
．
．
o

（M
.
0
)
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